
 

  

 

 

令和８年度 3 学年  

 

 

＝＝専門教科＝＝ 

 

 

海洋技術科 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 水産 科目 課題研究 単位数 ２ 学年 ３ 学科 海洋技術科 

使用教科書  副教材 なし 対応資格  

 

１ 目標 

 水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、社会を支え産業の発展を担う

職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

水産や海洋の各分野について体系

的・系統的に理解するとともに、相

互に関連付けられた技術を身に付け

るようにする。 

水産や海洋に関する課題を発見し、

水産業や海洋関連産業に関わる者と

して解決策を探究し、科学的な根拠

に基づいて創造的に解決する力を養

う。 

課題を解決する力の向上を目指して

自ら学び、水産業や海洋関連産業の

振興や社会貢献に主体的かつ協働的

に取り組む態度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

水産や海洋の各分野について体系

的・系統的に理解するとともに、相

互に関連付けられた技術を身に付け

ている。 

水産や海洋に関する課題を発見し、

水産業や海洋関連産業に関わる者と

して解決策を探究し、科学的な根拠

に基づいて創造的に解決する力を身

に付けている。 

課題を解決する力の向上を目指して

自ら学び、水産業や海洋関連産業の

振興や社会貢献に主体的かつ協働的

に取り組む態度を身に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

第１章 調査、研究、実験 

第２章 作品製作 

第３章 産業現場等における実習 

第４章 職業資格の取得 

水産や海洋の各分野に

ついて体系的・系統的に

理解するとともに、相互

に関連付けられた技術

を身に付けている。 

水産や海洋に関する課

題を発見し、水産業や海

洋関連産業に関わる者

として解決策を探究し、

科学的な根拠に基づい

て創造的に解決しよう

としている。 

課題を解決する力の向

上を目指して自ら学び、

水産業や海洋関連産業

の振興や社会貢献に主

体的かつ協働的に取り

組もうとしている。 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、各考査後に観点別の総括を ABC で行う。後期期末考査後には、それぞれの考査ご

とに総括した観点別の評価（ABC）を１年間の観点別の評価（ABC）に総括する。 

 

 

 

 

 



 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査    

観察・実験 ○ ○ ○ 

小テスト    

発表・話合い ○ ○ ○ 

ノート・レポート ○ ○ ○ 

作品制作    

発言・行動観察 ○ ○ ○ 

自己評価・相互評価 ○ ○ ○ 

 

５ 担当教員から 

 教室での座学を行う。時間厳守、正しい服装・態度で参加し、教科書・実習ノート・実習着等、忘れ物の無いよう

注意すること。 

 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 水産 科目 総合実習 単位数 ３ 学年 ３ 学科 海洋技術科（生産コース） 

使用教科書  副教材 なし 対応資格  

 

１ 目標 

 水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、水産業や海洋関連産業におい

て必要となる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

水産や海洋の各分野について総合的

に捉え体系的・系統的に理解すると

ともに、関連する技術を身に付ける

ようにする。 

水産や海洋の各分野に関する課題を

発見し、水産業や海洋関連産業に関

わる者として合理的かつ創造的に解

決する力を養う。 

水産や海洋の各分野に関する総合的

な知識と技術の実務への活用を目指

して自ら学び、水産業や海洋関連産

業の振興や社会貢献に主体的かつ協

働的に取り組む態度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

水産や海洋の各分野について総合的

に捉え体系的・系統的に理解すると

ともに、関連する技術を身に付けて

いる。 

水産や海洋の各分野に関する課題を

発見し、水産業や海洋関連産業に関

わる者として合理的かつ創造的に解

決する力を身に付けている。 

水産や海洋の各分野に関する総合的

な知識と技術の実務への活用を目指

して自ら学び、水産業や海洋関連産

業の振興や社会貢献に主体的かつ協

働的に取り組む態度を身に付けてい

る。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

第４章 資源増殖実習 

    資源増殖実習 

    海洋環境実習 

    小型船舶実習 

資源増殖について総合

的に捉え体系的・系統的

に理解するとともに、関

連する技術を身に付け

ている。 

資源増殖に関する課題

を発見し、水産業や海洋

関連産業に関わる者と

して合理的かつ創造的

に解決策を見いだそう

としている。 

資源増殖に関する総合

的な知識と技術の実務

への活用を目指して自

ら学び、水産業や海洋関

連産業の振興や社会貢

献に主体的かつ協働的

に取り組もうとしてい

る。 

 

 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、各考査後に観点別の総括を ABC で行う。後期期末考査後には、それぞれの考査ご

とに総括した観点別の評価（ABC）を１年間の観点別の評価（ABC）に総括する。 

 

 



 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査    

観察・実験    

小テスト ○  ○ 

発表・話合い  ○ ○ 

ノート・レポート ○ ○ ○ 

作品制作    

発言・行動観察 ○  ○ 

自己評価・相互評価 ○ ○ ○ 

 

５ 担当教員から 

 教室での座学を行う。時間厳守、正しい服装・態度で参加し、教科書・実習ノート・実習着等、忘れ物の無いよう

注意すること。 

 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 水産 科目 漁業 単位数 ３ 学年 ３ 学科 海洋技術科 

使用教科書 漁業（実教） 副教材 なし 対応資格  

 

１ 目標 

 水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、漁業に必要な資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

漁業について体系的・系統的に理解

するとともに、関連する技術を身に

付けるようにする。 

漁業に関する課題を発見し、漁業生

産に関わる者として合理的かつ創造

的に解決する力を養う。 

漁業における生産性の向上を目指し

て自ら学び、水産業や海洋関連産業

の振興や社会貢献に主体的かつ協働

的に取り組む態度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

漁業について体系的・系統的に理解

するとともに、関連する技術を身に

付けている。 

漁業に関する課題を発見し、漁業生

産に関わる者として合理的かつ創造

的に解決する力を身に付けている。 

漁業における生産性の向上を目指し

て自ら学び、水産業や海洋関連産業

の振興や社会貢献に主体的かつ協働

的に取り組む態度を身に付けてい

る。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

第１章 漁業と海洋環境 

第１節 漁業の役割と変遷 

第２節 我が国の漁業と漁船の概          

要    

第３節 海洋環境と海の生態系 

第４節 漁場と漁場調査 

第５節 海洋環境の保全 

漁業の概要や海洋環境

の基礎的な内容につい

て理解している。 

漁業や海洋環境に関す

る課題を発見し、合理的

かつ創造的に解決しよ

うとしている。 

食料の安定供給や海洋

環境を通した持続可能

で発展的な水産業を目

指して自ら学び、漁業生

産に主体的かつ協働的

に取り組もうとしてい

る。 

第２章 水産資源と漁業管理 

第１節 水産生物の生態 

第２節 水産資源 

第３節 漁業管理 

主な水産生物の生態と

水産資源及び漁業管理

について理解している。 

水産資源に関する課題

を発見し、漁業管理に着

目して合理的かつ創造

的に解決しようとして

いる。 

水産資源について自ら

学び、漁業管理に主体的

かつ協働的に取り組も

うとしている。 

第３章 漁業の技術 

第１節 漁具と漁法 

第２節 主な漁業と資源増殖 

第３節 漁具の構成と材料 

第４節 漁業機械、計測機器、冷凍

機械 

漁業の技術について理

解するとともに、漁具製

作に必要な技術を身に

付けている。 

漁業の技術に関する課

題を発見し、主な漁業・

資源増殖における操業

方法や漁具の構成と材

料に着目して合理的か

つ創造的に解決しよう

としている。 

漁業の技術について自

ら学び、漁船漁業におけ

る機械・計器類の取扱い

方法について主体的か

つ協働的に取り組もう

としている。 



第４章 漁業生産の基盤 

第１節 漁業制度と法規 

第２節 漁業をめぐる国際環境 

第３節 漁業と情報 

第４節 貿易と流通 

第５節 品質管理と安全管理 

漁業生産の基盤につい

て理解している。 

漁業生産の基盤に関す

る課題を発見し、漁業を

めぐる国際環境や品質

管理に着目して合理的

かつ創造的に解決しよ

うとしている。 

漁業生産の基盤につい

て自ら学び、持続可能で

発展的な漁業の振興や

漁業生産活動に主体的

かつ協働的に取り組も

うとしている。 

第５章 漁業経営 

第１節 漁業経営の仕組み 

第２節 経営組織と管理・運営 

第３節 漁業経営の効率化 

漁業経営について理解

している。 

漁業経営に関する課題

を発見し、漁業経営の効

率化に着目して合理的

かつ創造的に解決しよ

うとしている。 

漁業経営について自ら

学び、持続可能な水産業

の振興や社会貢献に主

体的かつ協働的に取り

組もうとしている。 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、各考査後に観点別の総括を ABC で行う。後期期末考査後には、それぞれの考査ご

とに総括した観点別の評価（ABC）を１年間の観点別の評価（ABC）に総括する。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験    

小テスト ○  ○ 

発表・話合い  ○ ○ 

ノート・レポート ○ ○ ○ 

発言・行動観察 ○  ○ 

自己評価・相互評価 ○ ○ ○ 

 

５ 担当教員から 

 教室での座学を行う。時間厳守、正しい服装・態度で参加し、教科書・実習ノート・実習着等、忘れ物の無いよう

注意すること。 

 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 水産 科目 航海・計器 単位数 ５（１） 学年 ３ 学科 海洋技術科 

使用教科書 航海・計器（海文堂） 副教材 なし 対応資格 なし 

 

１ 目標 

 水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、漁船等の船舶を航行させるた

めに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

船舶の安全かつ適切な航海について

体系的・系統的に理解するとともに、

関連する技術を身に付けるようにす

る。 

船舶の安全かつ適切な航海に関する

課題を発見し、船舶の運航や漁業生

産に従事する者として合理的かつ創

造的に解決する力を養う。 

船舶の安全かつ適切な航海や漁業生

産への活用を目指して自ら学び、水

産業や海洋関連産業の振興や社会貢

献に主体的かつ協働的に取り組む態

度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

船舶の安全かつ適切な航海について

体系的・系統的に理解するとともに、

関連する技術を身に付けている。 

船舶の安全かつ適切な航海に関する

課題を発見し、船舶の運航や漁業生

産に従事する者として合理的かつ創

造的に解決する力を身に付けてい

る。 

船舶の安全かつ適切な航海や漁業生

産への活用を目指して自ら学び、水

産業や海洋関連産業の振興や社会貢

献に主体的かつ協働的に取り組む態

度を身に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

第１章 航海の概要 

第１節 航海の意義と沿革 

第２節 航海と航法 

第３節 航海と計算 

 

航海と航法・計算の基本

的な内容について理解

している。 

航法に関する課題を発

見し、合理的かつ創造的

に解決しようとしてい

る。 

航海と航法について自

ら学び、安全な航海を目

指して主体的かつ協働

的に取り組もうとして

いる。 

第２章 航海に関する情報 

第１節 航海と情報 

第２節 海図と航路標識 

第３節 海流や潮汐の概要 

 

航海に関する情報につ

いて理解している。 

航海に必要な情報と活

用法に関する課題を発

見し、合理的かつ創造的

に解決しようとしてい

る。 

航海で利用する情報に

ついて自ら学び、実際の

漁業生産や安全な航海

に主体的かつ協働的に

取り組もうとしている。 

第３章 計器と航法 

第１節 基本航海計器 

第２節 地文航法 

第３節 電波航法 

第４節 天文航法 

 

 

航海計器と各種航法に

ついて理解するととも

に、関連する基本的な技

術を身に付けている。 

航海計器と各種航法に

関する課題を発見し、合

理的かつ創造的に解決

しようとしている。 

航海計器と各種航法に

ついて自ら学び、実際の

漁業生産や安全な航海

を目指して主体的かつ

協働的に取り組もうと

している。 



第４章 航海計画 航海計画について理解

し、関連する技術を身に

付けている。 

航海計画についての課

題を発見し、安全かつ適

切な船舶の運航に着目

して合理的かつ創造的

に解決しようとしてい

る。 

航海計画について自ら

学び、安全かつ適切な船

舶の運航に主体的かつ

協働的に取り組もうと

している。 

 

第５章 海上交通関係法規 

第１節 海上衝突予防法 

第２節 海上交通安全法 

第３節 港則法 

 

海上交通関係法規に関

する基本的な内容につ

いて理解している。 

海上交通関係法規に関

する課題を発見し、安全

な航海に必要な法規に

着目して合理的かつ創

造的に解決しようとし

ている。 

海上交通関係法規につ

いて自ら学び、安全な航

海を目指して主体的か

つ協働的に取り組もう

としている。 

第６章 海事実務英語  航海当直や外地入港な

どの航海業務に必要な

海事実務英語及び英会

話について理解してい

る。 

海事実務英語に関する

課題を発見し、安全な航

海に必要な情報や通報

及び船員としてのコミ

ュニケーションを通し

て合理的かつ創造的に

解決しようとしている。 

海事実務英語について

自ら学び、実際の漁業生

産や安全な航海に主体

的かつ協働的に取り組

もうとしている。 

 ３年次この科目では、第３章計器と航法第１節基本航海計器について扱う。 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、各考査後に観点別の総括を ABC で行う。後期期末考査後には、それぞれの考査ご

とに総括した観点別の評価（ABC）を１年間の観点別の評価（ABC）に総括する。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験    

小テスト ○  ○ 

発表・話合い  ○ ○ 

ノート・レポート ○ ○ ○ 

作品制作    

発言・行動観察 ○  ○ 

自己評価・相互評価 ○ ○ ○ 

 

５ 担当教員から 

 教室での座学を行う。時間厳守、正しい服装・態度で参加し、教科書・実習ノート・実習着等、忘れ物の無いよう

注意すること。 

 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 水産 科目 航海・計器 単位数 ５（３） 学年 ３ 学科 海洋技術科（海技コース） 

使用教科書 航海・計器（海文堂） 副教材 なし 対応資格 なし 

 

１ 目標 

 水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、漁船等の船舶を航行させるた

めに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

船舶の安全かつ適切な航海について

体系的・系統的に理解するとともに、

関連する技術を身に付けるようにす

る。 

船舶の安全かつ適切な航海に関する

課題を発見し、船舶の運航や漁業生

産に従事する者として合理的かつ創

造的に解決する力を養う。 

船舶の安全かつ適切な航海や漁業生

産への活用を目指して自ら学び、水

産業や海洋関連産業の振興や社会貢

献に主体的かつ協働的に取り組む態

度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

船舶の安全かつ適切な航海について

体系的・系統的に理解するとともに、

関連する技術を身に付けている。 

船舶の安全かつ適切な航海に関する

課題を発見し、船舶の運航や漁業生

産に従事する者として合理的かつ創

造的に解決する力を身に付けてい

る。 

船舶の安全かつ適切な航海や漁業生

産への活用を目指して自ら学び、水

産業や海洋関連産業の振興や社会貢

献に主体的かつ協働的に取り組む態

度を身に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

第１章 航海の概要 

第１節 航海の意義と沿革 

第２節 航海と航法 

第３節 航海と計算 

 

航海と航法・計算の基本

的な内容について理解

している。 

航法に関する課題を発

見し、合理的かつ創造的

に解決しようとしてい

る。 

航海と航法について自

ら学び、安全な航海を目

指して主体的かつ協働

的に取り組もうとして

いる。 

第２章 航海に関する情報 

第１節 航海と情報 

第２節 海図と航路標識 

第３節 海流や潮汐の概要 

 

航海に関する情報につ

いて理解している。 

航海に必要な情報と活

用法に関する課題を発

見し、合理的かつ創造的

に解決しようとしてい

る。 

航海で利用する情報に

ついて自ら学び、実際の

漁業生産や安全な航海

に主体的かつ協働的に

取り組もうとしている。 

第３章 計器と航法 

第１節 基本航海計器 

第２節 地文航法 

第３節 電波航法 

第４節 天文航法 

 

 

航海計器と各種航法に

ついて理解するととも

に、関連する基本的な技

術を身に付けている。 

航海計器と各種航法に

関する課題を発見し、合

理的かつ創造的に解決

しようとしている。 

航海計器と各種航法に

ついて自ら学び、実際の

漁業生産や安全な航海

を目指して主体的かつ

協働的に取り組もうと

している。 



第４章 航海計画 航海計画について理解

し、関連する技術を身に

付けている。 

航海計画についての課

題を発見し、安全かつ適

切な船舶の運航に着目

して合理的かつ創造的

に解決しようとしてい

る。 

航海計画について自ら

学び、安全かつ適切な船

舶の運航に主体的かつ

協働的に取り組もうと

している。 

 

第５章 海上交通関係法規 

第１節 海上衝突予防法 

第２節 海上交通安全法 

第３節 港則法 

 

海上交通関係法規に関

する基本的な内容につ

いて理解している。 

海上交通関係法規に関

する課題を発見し、安全

な航海に必要な法規に

着目して合理的かつ創

造的に解決しようとし

ている。 

海上交通関係法規につ

いて自ら学び、安全な航

海を目指して主体的か

つ協働的に取り組もう

としている。 

第６章 海事実務英語  航海当直や外地入港な

どの航海業務に必要な

海事実務英語及び英会

話について理解してい

る。 

海事実務英語に関する

課題を発見し、安全な航

海に必要な情報や通報

及び船員としてのコミ

ュニケーションを通し

て合理的かつ創造的に

解決しようとしている。 

海事実務英語について

自ら学び、実際の漁業生

産や安全な航海に主体

的かつ協働的に取り組

もうとしている。 

 ３年次この科目では、第３章計器と航法第２節地文航法、第３節電波航法、第４節天文航法、第４章航海計画、第

６章海事実務英語について扱う。 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、各考査後に観点別の総括を ABC で行う。後期期末考査後には、それぞれの考査ご

とに総括した観点別の評価（ABC）を１年間の観点別の評価（ABC）に総括する。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験    

小テスト ○  ○ 

発表・話合い  ○ ○ 

ノート・レポート ○ ○ ○ 

作品制作    

発言・行動観察 ○  ○ 

自己評価・相互評価 ○ ○ ○ 

 

５ 担当教員から 

 教室での座学を行う。時間厳守、正しい服装・態度で参加し、教科書・実習ノート・実習着等、忘れ物の無いよう

注意すること。 

 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 水産 科目 
航海・計器 

（航海法規） 
単位数 ５（１） 学年 ３ 学科 海洋技術科（海技コース） 

使用教科書 航海・計器（海文堂） 副教材 なし 対応資格 なし 

 

１ 目標 

 水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、漁船等の船舶を航行させるた

めに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

船舶の安全かつ適切な航海について

体系的・系統的に理解するとともに、

関連する技術を身に付けるようにす

る。 

船舶の安全かつ適切な航海に関する

課題を発見し、船舶の運航や漁業生

産に従事する者として合理的かつ創

造的に解決する力を養う。 

船舶の安全かつ適切な航海や漁業生

産への活用を目指して自ら学び、水

産業や海洋関連産業の振興や社会貢

献に主体的かつ協働的に取り組む態

度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

船舶の安全かつ適切な航海について

体系的・系統的に理解するとともに、

関連する技術を身に付けている。 

船舶の安全かつ適切な航海に関する

課題を発見し、船舶の運航や漁業生

産に従事する者として合理的かつ創

造的に解決する力を身に付けてい

る。 

船舶の安全かつ適切な航海や漁業生

産への活用を目指して自ら学び、水

産業や海洋関連産業の振興や社会貢

献に主体的かつ協働的に取り組む態

度を身に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

第５章 海上交通関係法規 

第１節 海上衝突予防法 

第２節 海上交通安全法 

第３節 港則法 

 

海上交通関係法規に関

する基本的な内容につ

いて理解している。 

海上交通関係法規に関

する課題を発見し、安全

な航海に必要な法規に

着目して合理的かつ創

造的に解決しようとし

ている。 

海上交通関係法規につ

いて自ら学び、安全な航

海を目指して主体的か

つ協働的に取り組もう

としている。 

 ３年次この科目では、第５章海上関係法規第２節海上交通安全法、第３節港則法について扱う。 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、各考査後に観点別の総括を ABC で行う。後期期末考査後には、それぞれの考査ご

とに総括した観点別の評価（ABC）を１年間の観点別の評価（ABC）に総括する。 

 

 

 

 

 



 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験    

小テスト ○  ○ 

発表・話合い  ○ ○ 

ノート・レポート ○ ○ ○ 

作品制作    

発言・行動観察 ○  ○ 

自己評価・相互評価 ○ ○ ○ 

 

５ 担当教員から 

 教室での座学を行う。時間厳守、正しい服装・態度で参加し、教科書・実習ノート・実習着等、忘れ物の無いよう

注意すること。 

 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 水産 科目 船舶運用 単位数 ６（３） 学年 ３ 学科 海洋技術科 

使用教科書 船舶運用（海文堂） 副教材 なし 対応資格  

１ 目標 

 水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、漁船等の船舶の運航に必要な

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

船舶の安全かつ適切な運用について

体系的・系統的に理解するとともに、

関連する技術を身に付けるようにす

る。 

船舶の安全かつ適切な運用に関する

課題を発見し、船舶の運航や漁業生

産に従事する者として合理的かつ創

造的に解決する力を養う。 

船舶の安全かつ適切な運用や漁業生

産への活用を目指して自ら学び、水

産業や海洋関連産業の振興や社会貢

献に主体的かつ協働的に取り組む態

度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

船舶の安全かつ適切な運用について

体系的・系統的に理解するとともに、

関連する技術を身に付けている。 

船舶の安全かつ適切な運用に関する

課題を発見し、船舶の運航や漁業生

産に従事する者として合理的かつ創

造的に解決する力を身に付けてい

る。 

船舶の安全かつ適切な運用や漁業生

産への活用を目指して自ら学び、水

産業や海洋関連産業の振興や社会貢

献に主体的かつ協働的に取り組む態

度を身に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

第１章 船舶の概要 

第１節 船舶の意義 

第２節 漁船の意義 

第３節 船の種類と船体構造 

船舶に関する基礎的な

内容について理解して

いる。 

漁船をはじめとした船

舶の意義や種類、船体構

造に関する課題を発見

し、合理的かつ創造的に

解決しようとしている。 

船舶の種類や船体構造

について自ら学び、船舶

の安全な運航の実現を

目指して主体的かつ協

働的に取り組もうとし

ている。 

第２章 船舶の設備 

第１節 操船・機関・通信設備 

第２節 係船・荷役設備 

第３節 船用品 

第４節 安全・衛生設備 

第５節 漁業設備 

第６節 冷凍・冷蔵設備 

船舶の設備について理

解している。 

船舶の設備に関する課

題を発見し、使用上の注

意、日常の保守など安全

な運航・管理に着目して

合理的かつ創造的に解

決しようとしている。 

船舶の設備について自

ら学び、安全かつ適切な

船舶運航と漁業生産の

実現を目指して主体的

かつ協働的に取り組も

うとしている。 

 

第３章 船務 

第１節 乗組員の編成と職務 

第２節 船体の整備 

第３節 ドックと検査 

第４節 通信 

第５節 保安の確保 

船務について理解して

いる。 

船務に関する課題を発

見し、船舶を安全かつ適

切に運用するための船

務及びその実施要領に

着目して合理的かつ創

造的に解決しようとし

ている。 

船務について自ら学び、

船舶の安全な運航の実

現を目指して主体的か

つ責任感と倫理観をも

って主体的かつ協働的

に取り組もうとしてい

る。 



第４章 海上気象 

第１節 海上気象の基礎 

第２節 日本近海の海上気象 

海上気象について理解

するとともに、関連する

技術を身に付けている。 

海上気象に関する課題

を発見し、船舶の安全な

運航に着目して合理的

かつ創造的に解決しよ

うとしている。 

海上気象について自ら

学び、船舶の安全な運航

の実現を目指して主体

的かつ協働的に取り組

もうとしている。 

第５章 操船 

第１節 操船の基本 

第２節 応用操船 

第３節 荒天操船 

第４節 海難と応急 

操船の方法について理

解するとともに、関連す

る技術を身に付けてい

る。 

操船に関する課題を発

見し、船舶の安全な運航

に着目して合理的かつ

創造的に解決しようと

している。 

操船について自ら学び、

船舶の安全な運航に主

体的かつ協働的に取り

組もうとしている。 

第６章 船内の安全と衛生 

第１節 災害防止 

第２節 救急処置 

第３節 船内消毒 

船内の安全と衛生につ

いて理解するとともに、

関連する技術を身に付

けている。 

船内の安全と衛生に関

する課題を発見し、船内

環境と災害防止に着目

して合理的かつ創造的

に解決しようとしてい

る。 

船内の安全と衛生につ

いて自ら学び、船内の安

全と災害防止を目指し

て主体的かつ協働的に

取り組もうとしている。 

第７章 船員・船舶・海洋関係法規 

第１節 船員等に関する法律 

第２節 船舶の安全等に関する法

律 

第３節 海洋汚染や海上災害の防

止に関する法律 

第４節 船舶の衛生に関する法律 

第５節 国際公法 

船員・船舶・海洋関係法

規に関する基本的な内

容について理解してい

る。 

船員・船舶・海洋関係法

規について適切に判断

し、船舶の安全と労働環

境及び国際公法などに

着目して合理的かつ創

造的に解決しようとし

ている。 

船員・船舶・海洋関係法

規について自ら学び、船

舶の安全と労働環境の

向上と国際公法の遵守

を目指して主体的かつ

協働的に取り組もうと

している。 

 ３年次この科目では、第２章船舶の設備、第３章船務、第６章船内の安全と衛生について扱う。 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、各考査後に観点別の総括を ABC で行う。後期期末考査後には、それぞれの考査ご

とに総括した観点別の評価（ABC）を１年間の観点別の評価（ABC）に総括する。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験    

小テスト ○  ○ 

発表・話合い  ○ ○ 

ノート・レポート ○ ○ ○ 

作品制作    

発言・行動観察 ○  ○ 

自己評価・相互評価 ○ ○ ○ 

５ 担当教員から 

 教室での座学を行う。時間厳守、正しい服装・態度で参加し、教科書・実習ノート・実習着等、忘れ物の無いよう

注意すること。 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 水産 科目 船舶運用 単位数 ６（２） 学年 ３ 学科 海洋技術科（海技コース） 

使用教科書 船舶運用（海文堂） 副教材 なし 対応資格  

 

１ 目標 

 水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、漁船等の船舶の運航に必要な

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

船舶の安全かつ適切な運用について

体系的・系統的に理解するとともに、

関連する技術を身に付けるようにす

る。 

船舶の安全かつ適切な運用に関する

課題を発見し、船舶の運航や漁業生

産に従事する者として合理的かつ創

造的に解決する力を養う。 

船舶の安全かつ適切な運用や漁業生

産への活用を目指して自ら学び、水

産業や海洋関連産業の振興や社会貢

献に主体的かつ協働的に取り組む態

度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

船舶の安全かつ適切な運用について

体系的・系統的に理解するとともに、

関連する技術を身に付けている。 

船舶の安全かつ適切な運用に関する

課題を発見し、船舶の運航や漁業生

産に従事する者として合理的かつ創

造的に解決する力を身に付けてい

る。 

船舶の安全かつ適切な運用や漁業生

産への活用を目指して自ら学び、水

産業や海洋関連産業の振興や社会貢

献に主体的かつ協働的に取り組む態

度を身に付けている。 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

第１章 船舶の概要 

第１節 船舶の意義 

第２節 漁船の意義 

第３節 船の種類と船体構造 

船舶に関する基礎的な

内容について理解して

いる。 

漁船をはじめとした船

舶の意義や種類、船体構

造に関する課題を発見

し、合理的かつ創造的に

解決しようとしている。 

船舶の種類や船体構造

について自ら学び、船舶

の安全な運航の実現を

目指して主体的かつ協

働的に取り組もうとし

ている。 

第２章 船舶の設備 

第１節 操船・機関・通信設備 

第２節 係船・荷役設備 

第３節 船用品 

第４節 安全・衛生設備 

第５節 漁業設備 

第６節 冷凍・冷蔵設備 

船舶の設備について理

解している。 

船舶の設備に関する課

題を発見し、使用上の注

意、日常の保守など安全

な運航・管理に着目して

合理的かつ創造的に解

決しようとしている。 

船舶の設備について自

ら学び、安全かつ適切な

船舶運航と漁業生産の

実現を目指して主体的

かつ協働的に取り組も

うとしている。 

 

第３章 船務 

第１節 乗組員の編成と職務 

第２節 船体の整備 

第３節 ドックと検査 

第４節 通信 

第５節 保安の確保 

船務について理解して

いる。 

船務に関する課題を発

見し、船舶を安全かつ適

切に運用するための船

務及びその実施要領に

着目して合理的かつ創

造的に解決しようとし

ている。 

船務について自ら学び、

船舶の安全な運航の実

現を目指して主体的か

つ責任感と倫理観をも

って主体的かつ協働的

に取り組もうとしてい

る。 



第４章 海上気象 

第１節 海上気象の基礎 

第２節 日本近海の海上気象 

海上気象について理解

するとともに、関連する

技術を身に付けている。 

海上気象に関する課題

を発見し、船舶の安全な

運航に着目して合理的

かつ創造的に解決しよ

うとしている。 

海上気象について自ら

学び、船舶の安全な運航

の実現を目指して主体

的かつ協働的に取り組

もうとしている。 

第５章 操船 

第１節 操船の基本 

第２節 応用操船 

第３節 荒天操船 

第４節 海難と応急 

操船の方法について理

解するとともに、関連す

る技術を身に付けてい

る。 

操船に関する課題を発

見し、船舶の安全な運航

に着目して合理的かつ

創造的に解決しようと

している。 

操船について自ら学び、

船舶の安全な運航に主

体的かつ協働的に取り

組もうとしている。 

第６章 船内の安全と衛生 

第１節 災害防止 

第２節 救急処置 

第３節 船内消毒 

船内の安全と衛生につ

いて理解するとともに、

関連する技術を身に付

けている。 

船内の安全と衛生に関

する課題を発見し、船内

環境と災害防止に着目

して合理的かつ創造的

に解決しようとしてい

る。 

船内の安全と衛生につ

いて自ら学び、船内の安

全と災害防止を目指し

て主体的かつ協働的に

取り組もうとしている。 

第７章 船員・船舶・海洋関係法規 

第１節 船員等に関する法律 

第２節 船舶の安全等に関する法

律 

第３節 海洋汚染や海上災害の防

止に関する法律 

第４節 船舶の衛生に関する法律 

第５節 国際公法 

船員・船舶・海洋関係法

規に関する基本的な内

容について理解してい

る。 

船員・船舶・海洋関係法

規について適切に判断

し、船舶の安全と労働環

境及び国際公法などに

着目して合理的かつ創

造的に解決しようとし

ている。 

船員・船舶・海洋関係法

規について自ら学び、船

舶の安全と労働環境の

向上と国際公法の遵守

を目指して主体的かつ

協働的に取り組もうと

している。 

 ３年次この科目では、第５章操船について扱う。 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、各考査後に観点別の総括を ABC で行う。後期期末考査後には、それぞれの考査ご

とに総括した観点別の評価（ABC）を１年間の観点別の評価（ABC）に総括する。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験    

小テスト ○  ○ 

発表・話合い  ○ ○ 

ノート・レポート ○ ○ ○ 

作品制作    

発言・行動観察 ○  ○ 

自己評価・相互評価 ○ ○ ○ 

５ 担当教員から 

 教室での座学を行う。時間厳守、正しい服装・態度で参加し、教科書・実習ノート・実習着等、忘れ物の無いよう

注意すること。 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 水産 科目 
船舶運用 

（海事法規） 
単位数 ６（１） 学年 ３ 学科 海洋技術科（海技コース） 

使用教科書 船舶運用（海文堂） 副教材 なし 対応資格  

 

１ 目標 

 水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、漁船等の船舶の運航に必要な

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

船舶の安全かつ適切な運用について

体系的・系統的に理解するとともに、

関連する技術を身に付けるようにす

る。 

船舶の安全かつ適切な運用に関する

課題を発見し、船舶の運航や漁業生

産に従事する者として合理的かつ創

造的に解決する力を養う。 

船舶の安全かつ適切な運用や漁業生

産への活用を目指して自ら学び、水

産業や海洋関連産業の振興や社会貢

献に主体的かつ協働的に取り組む態

度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

船舶の安全かつ適切な運用について

体系的・系統的に理解するとともに、

関連する技術を身に付けている。 

船舶の安全かつ適切な運用に関する

課題を発見し、船舶の運航や漁業生

産に従事する者として合理的かつ創

造的に解決する力を身に付けてい

る。 

船舶の安全かつ適切な運用や漁業生

産への活用を目指して自ら学び、水

産業や海洋関連産業の振興や社会貢

献に主体的かつ協働的に取り組む態

度を身に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

第７章 船員・船舶・海洋関係法規 

第１節 船員等に関する法律 

第２節 船舶の安全等に関する法

律 

第３節 海洋汚染や海上災害の防

止に関する法律 

第４節 船舶の衛生に関する法律 

第５節 国際公法 

船員・船舶・海洋関係法

規に関する基本的な内

容について理解してい

る。 

船員・船舶・海洋関係法

規について適切に判断

し、船舶の安全と労働環

境及び国際公法などに

着目して合理的かつ創

造的に解決しようとし

ている。 

船員・船舶・海洋関係法

規について自ら学び、船

舶の安全と労働環境の

向上と国際公法の遵守

を目指して主体的かつ

協働的に取り組もうと

している。 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、各考査後に観点別の総括を ABC で行う。後期期末考査後には、それぞれの考査ご

とに総括した観点別の評価（ABC）を１年間の観点別の評価（ABC）に総括する。 

 

 

 

 



 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験    

小テスト ○  ○ 

発表・話合い  ○ ○ 

ノート・レポート ○ ○ ○ 

作品制作    

発言・行動観察 ○  ○ 

自己評価・相互評価 ○ ○ ○ 

 

５ 担当教員から 

 教室での座学を行う。時間厳守、正しい服装・態度で参加し、教科書・実習ノート・実習着等、忘れ物の無いよう

注意すること。 

 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 水産 科目 資源増殖 単位数 ２ 学年 ３ 学科 海洋技術科（生産コース） 

使用教科書 資源増殖（実教） 副教材 なし 対応資格  

 

１ 目標 

 水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、水産増養殖に必要な資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

資源増殖について体系的・系統的に

理解するとともに、関連する技術を

身に付けるようにする。 

資源増殖に関する課題を発見し、生

物生産に関わる者として合理的かつ

創造的に解決する力を養う。 

安全な水産物の増養殖と生産性の向

上を目指して自ら学び、水産業や海

洋関連産業の振興や社会貢献に主体

的かつ協働的に取り組む態度を養

う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

資源増殖について体系的・系統的に

理解するとともに、関連する技術を

身に付けている。 

資源増殖に関する課題を発見し、生

物生産に関わる者として合理的かつ

創造的に解決する力を身に付けてい

る。 

安全な水産物の増養殖と生産性の向

上を目指して自ら学び、水産業や海

洋関連産業の振興や社会貢献に主体

的かつ協働的に取り組む態度を身に

付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

第１章 資源増殖の概要 

第１節 増養殖技術の変遷 

第２節 増養殖技術 

第３節 種苗生産 

 

資源増殖に関する基礎

的な内容について理解

している。 

資源増殖に関する課題

を発見し、合理的かつ創

造的に解決しようとし

ている。 

資源増殖に関する基礎

的な内容について自ら

学び、主体的かつ協働的

に取り組もうとしてい

る。 

第２章 飼料・餌料 

第１節 養魚飼料の現状と特徴 

第２節 魚介類の摂餌、消化、吸収、

栄養要求 

第３節 初期餌料 

第４節 飼料原料と配合飼料 

飼料や餌料について理

解し、関連する技術を身

に付けている。 

飼料や餌料に関する課

題を発見し、育成漁場を

中心とする環境保全に

着目して合理的かつ創

造的に解決しようとし

ている。 

飼料や餌料について自

ら学び、持続可能な養殖

業及び水産増殖の振興

に主体的かつ協働的に

取り組もうとしている。 

第３章 病気と病害対策 

第１節 病気の種類と流行 

第２節 病気の診断と対策 

 

 

 

病気について理解し、病

害対策に関連する基本

的な技術を身に付けて

いる。 

魚病やその対策に関す

る課題を発見し、それら

の課題について合理的

かつ創造的に解決しよ

うとしている。 

魚病やその対策につい

て自ら学び、持続可能な

養殖業及び水産増殖の

振興に主体的かつ協働

的に取り組もうとして

いる。 



第４章 生産物の安全管理と環境

対策 

第１節 生産物の流通と安全管理 

第２節 増養殖における環境対策 

生産物の安全管理と環

境対策について理解し、

関連する技術を身に付

けている。 

生産物の安全管理と環

境汚染に関する課題を

発見し、それらの課題に

ついて合理的かつ創造

的に解決しようとして

いる。 

生産物の安全管理と環

境対策について自ら学

び、持続可能な養殖業及

び水産増殖の振興に主

体的かつ協働的に取り

組もうとしている。 

 

第５章 水産育種とバイオテクノ

ロジー 

第１節 水産育種 

第２節 バイオテクノロジー 

水産育種とバイオテク

ノロジーについて理解

している。 

水産育種とバイオテク

ノロジーに関する課題

を発見し、それらの課題

について合理的かつ創

造的に解決しようとし

ている。 

水産育種とバイオテク

ノロジーについて自ら

学び、持続可能な養殖業

及び水産増殖の振興に

主体的かつ協働的に取

り組もうとしている。 

第６章 主な増養殖技術 

第１節 海洋生物 

第２節 海洋植物 

第３節 海外の養殖技術 

第４節 観賞魚飼育 

増養殖技術について理

解し、関連する技術を身

に付けている。 

増養殖技術に関する課

題を発見し、それらの課

題について合理的かつ

創造的に解決しようと

している。 

増養殖技術について自

ら学び、持続可能な養殖

業及び水産増殖の振興

に主体的かつ協働的に

取り組もうとしている。 

第７章 養殖業経営と増養殖関係

法規 

第１節 養殖業経営 

第２節 増養殖関係法規 

増養殖経営と増養殖関

係法規を理解し、養殖業

経営に関連する技術を

身に付けている。 

増養殖経営に関する課

題を発見し、それらの課

題について合理的かつ

創造的に解決しようと

している。 

増養殖経営と増養殖関

係法規について自ら学

び、持続可能な養殖業及

び水産増殖の振興に主

体的かつ協働的に取り

組もうとしている。 

 ３年次は、第２章、３章、５章まで扱う。 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、各考査後に観点別の総括を ABC で行う。後期期末考査後には、それぞれの考査ご

とに総括した観点別の評価（ABC）を１年間の観点別の評価（ABC）に総括する。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験    

小テスト ○  ○ 

発表・話合い  ○ ○ 

ノート・レポート ○ ○ ○ 

作品制作    

発言・行動観察 ○  ○ 

自己評価・相互評価 ○ ○ ○ 

５ 担当教員から 

 教室での座学を行う。時間厳守、正しい服装・態度で参加し、教科書・実習ノート・実習着等、忘れ物の無いよう

注意すること。 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 水産 科目 海洋環境 単位数 ２ 学年 ３ 学科 海洋技術科（生産コース） 

使用教科書 海洋環境（海文堂） 副教材 なし 対応資格  

 

１ 目標 

 水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、海洋環境の管理や保全に必要

な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

海洋環境について体系的・系統的に

理解するとともに、関連する技術を

身に付けるようにする。 

海洋環境に関する課題を発見し、水

産業や海洋関連産業に関わる者とし

て合理的かつ創造的に解決する力を

養う。 

海洋環境の管理や保全を目指して自

ら学び、持続可能で発展的な水産業

や海洋関連産業の振興や社会貢献に

主体的かつ協働的に取り組む態度を

養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

海洋環境について体系的・系統的に

理解するとともに、関連する技術を

身に付けている。 

海洋環境に関する課題を発見し、水

産業や海洋関連産業に関わる者とし

て合理的かつ創造的に解決する力を

身に付けている。 

海洋環境の管理や保全を目指して自

ら学び、持続可能で発展的な水産業

や海洋関連産業の振興や社会貢献に

主体的かつ協働的に取り組む態度を

身に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

第１章 海洋環境と人間 

第１節 海洋環境管理の概要 

第２節 海洋環境の保全 

第３節 陸水環境の保全 

第４節 海洋環境関係法規 

海洋や陸水における環

境管理の基礎的な内容

について理解している。 

海洋や陸水における環

境管理に関する課題を

発見し、合理的かつ創造

的に解決しようとして

いる。 

海洋や陸水の環境の望

ましい管理や保全、調査

を通したよりよい社会

の構築を目指して自ら

学び、持続可能で発展的

な水産業や海洋関連産

業の振興に主体的かつ

協働的に取り組もうと

している。 

第２章 水産・海洋関連産業と環境

保全 

第１節 漁業・船舶と環境保全 

第２節 資源増殖と環境保全 

第３節 海洋性レクリエーション

と環境保全 

水産業や海洋関連産業

と環境保全について理

解している。 

水産業や海洋関連産業

と環境保全における課

題を発見し、水産資源の

維持や増大を図る必要

性に着目して合理的か

つ創造的に解決しよう

としている。 

海洋や陸水の環境保全

について自ら学び、水産

業や海洋関連産業の振

興に主体的かつ協働的

に取り組もうとしてい

る。 

 



第３章 漁場環境と調査 

第１節 漁場環境の特性 

第２節 漁場の調査 

 

 

 

漁場環境の特性と漁場

調査の基本的な内容に

ついて理解している。 

漁場環境と調査に関す

るする課題を発見し、水

産資源の維持や増大を

図る必要性に着目して

合理的かつ創造的に解

決しようとしている。 

漁場環境の調査につい

て自ら学び、水産業や海

洋関連産業の振興に主

体的かつ協働的に取り

組もうとしている。 

第４章 海洋開発と環境改善 

第１節 漁場造成技術 

第２節 ウォーターフロント開発 

第３節 環境改善技術 

海洋開発と環境改善に

ついて理解するととも

に、関連する技術を身に

付けている。 

海洋開発と環境改善に

関する課題を発見し、水

産資源の維持や増大を

図る必要性に着目して

合理的かつ創造的に解

決しようとしている。 

海洋開発と環境改善に

ついて自ら学び、水産業

や海洋関連産業の振興

に主体的かつ協働的に

取り組もうとしている。 

第５章 海洋における自然災害へ

の対応 

第１節 自然災害と人間生活 

第２節 自然災害と安全確保 

第３節 自然災害と持続的な生産

活動 

海洋における自然災害

について理解するとと

もに、人間の安全確保及

び持続的な生産活動の

確保に関連する技術を

習得している。 

海洋における自然災害

に関する課題を発見し、

人間の安全確保及び持

続的な生産活動を確保

する必要性に着目して、

合理的かつ創造的に解

決しようとしている。 

海洋における自然災害

への対応について自ら

学び、安全確保及び持続

的な生産活動に主体的

かつ協働的に取り組も

うとしている。 

 ３年次は、第２章から第５章まで扱う。 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、各考査後に観点別の総括を ABC で行う。後期期末考査後には、それぞれの考査ご

とに総括した観点別の評価（ABC）を１年間の観点別の評価（ABC）に総括する。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験  ○  

小テスト ○  ○ 

発表・話合い  ○ ○ 

ノート・レポート ○ ○ ○ 

作品制作    

発言・行動観察 ○  ○ 

自己評価・相互評価 ○ ○ ○ 

 

５ 担当教員から 

 教室での座学を行う。時間厳守、正しい服装・態度で参加し、教科書・実習ノート・実習着等、忘れ物の無いよう

注意すること。 

 



 函館水産 シラバス ２０２６年 

教科 水産 科目 小型船舶 単位数 ３ 学年 ３ 学科 海洋技術科 

使用教科書 

小型船舶操縦士実技教本 

小型船舶操縦士学科教本 

学科試験問題集 

副教材 なし 対応資格 一級小型船舶操縦士 

１ 目標 

 水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、漁船等の小型船舶の運航に必

要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技術 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

小型船舶の安全かつ適切な操船につ

いて体系的・系統的に理解するとと

もに、関連する技術を身に付けるよ

うにする。 

小型船舶の安全かつ適切な操船に関

する課題を発見し、漁業生産など海

上業務に従事する者として合理的か

つ創造的に解決する力を養う。 

小型船舶の安全かつ適切な操船や漁

業生産への活用を目指して自ら学

び、水産業や海洋関連産業の振興や

社会貢献に主体的かつ協働的に取り

組む態度を養う。 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

小型船舶の安全かつ適切な操船につ

いて体系的・系統的に理解するとと

もに、関連する技術を身に付けてい

る。 

小型船舶の安全かつ適切な操船に関

する課題を発見し、漁業生産など海

上業務に従事する者として合理的か

つ創造的に解決する力を身に付けて

いる。 

小型船舶の安全かつ適切な操船や漁

業生産への活用を目指して自ら学

び、水産業や海洋関連産業の振興や

社会貢献に主体的かつ協働的に取り

組む態度を身に付けている。 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

第１章 小型船舶操縦者としての

心得 

第１節 水上交通の特性 

第２節 船長の心得 

第３節 小型船舶操縦者の遵守事   

項  

水上交通の特性につい

て理解している。 

船長の役割と責任に関

する課題を発見し、小型

船舶操縦者の心得及び

遵守事項に着目して合

理的かつ創造的に解決

しようとしている。 

小型船舶の運航を行う

船長を目指して自ら学

び、小型船舶の安全運航

に主体的かつ協働的に

取り組もうとしている。 

第２章 交通の方法 

第１節 一般海域での交通の方法 

第２節 港内での交通の方法 

第３節 特定海域での交通の方法 

第４節 湖川及び特定水域での交

通の方法 

小型船舶の交通方法に

ついて理解している。 

様々な水域における小

型船舶の交通方法に関

する課題を発見し、各水

域における安全かつ適

切な交通方法に着目し

て合理的かつ創造的に

解決しようとしている。 

様々な水域における小

型船舶の交通方法に関

する法令について自ら

学び、安全かつ適切な交

通方法の実践に主体的

かつ協働的に取り組も

うとしている。 

第３章 運航 

第１節 船体、設備及び装備品 

第２節 操縦 

第３節 航海の基礎 

第４節 気象及び海象 

第５節 航海計画 

第６節 荒天航法及び海難防止 

小型船舶の運航につい

て理解するとともに、関

連する技術を身に付け

ている。 

小型船舶の諸設備や操

縦に関する課題を発見

し、安全かつ適切な運航

に与える影響に着目し

て合理的かつ創造的に

解決しようとしている。 

航海計画や荒天航法に

ついて自ら学び、安全か

つ適切な運航及び海難

防止に主体的かつ協働

的に取り組もうとして

いる。 



第４章 機関 

第１節 機関の取扱い 

第２節 機関の保守整備 

第３節 機関故障時の対処 

小型船舶の機関につい

て理解するとともに、関

連する技術を身に付け

ている。 

小型船舶の機関に関す

る課題を発見し、機関の

保守整備や機関故障時

の対処の方法に着目し

て合理的かつ創造的に

解決しようとしている。 

機関の保守整備につい

て自ら学び、機関の正し

い取扱いや機関故障時

の対処に主体的かつ協

働的に取り組もうとし

ている。 

第５章 小型船舶の取扱い 

第１節 発航前の準備及び点検 

第２節 解らん・係留 

第３節 結索 

第４節 方位測定 

小型船舶の取扱いにつ

いて理解するとともに、

関連する技術を身に付

けている。 

小型船舶の取扱いに関

する課題を発見し、発航

前の準備及び点検に着

目して合理的かつ創造

的に解決しようとして

いる。 

小型船舶の取扱いにつ

いて自ら学び、航海計画

の立案から、発航前点

検、エンジンの運転・状

態確認まで主体的かつ

協働的に取り組もうと

している。 

第６章 小型船舶の操縦 

第１節 基本操縦 

第２節 応用操縦 

小型船舶の操縦につい

て理解するとともに、小

型船舶の運航の安全を

確保するための基本的

な操船技術及び状況に

応じた操船技術を身に

付けている。 

小型船舶の安全な運航

の確保に関する課題を

発見し、基本的な操船技

術及び状況に応じた操

船技術に着目して合理

的かつ創造的に解決し

ようとしている。 

小型船舶の操縦につい

て自ら学び、実際の航海

に活用できるように主

体的かつ協働的に取り

組もうとしている。 

 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技術】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、各考査後に観点別の総括を ABC で行う。後期期末考査後には、それぞれの考査ご

とに総括した観点別の評価（ABC）を１年間の観点別の評価（ABC）に総括する。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験    

小テスト ○  ○ 

発表・話合い  ○ ○ 

ノート・レポート ○ ○ ○ 

作品制作    

発言・行動観察 ○  ○ 

自己評価・相互評価 ○ ○ ○ 

 

５ 担当教員から 

 学科に関しては教室での座学を行う。実技に関しては艇庫の教習艇を用いて教習を行う。時間厳守、正しい服装・

態度で参加し、教科書・実習ノート・実習着等、忘れ物の無いよう注意すること。 

 また、教習の必要履修時間は決まっているため、欠席等ないように努めること。 


